　
実習評価表　Ⅰ　・　Ⅱ
(自己評価表)

日本社会事業大学通信教育科社会福祉士養成課程
	学籍番号
	
	氏名
	

	3 =よくできた　2 =どちらかといえばできた　1 =できなかった　　　　　　コメント〔　　　　　　〕

	（倫理・人権の尊重）
専門職としての倫理(人権の尊重･守秘義務の徹底等)を身に着け､尊重しようとする態度がある。
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	（制度や施設・機関の理解）
現状の社会福祉制度や社会資源に関する理解ができている｡
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	施設･機関の法的根拠、目的､組織､業種及び業務内容の理解ができている。
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	出退時間や注意事項等の規則の遵守及び連絡･報告などをスムーズに行い仕事上の責任を果たすことができている。
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	実習機関･施設がどのように地域と連携し､社会資源を形成しているかを理解できている。
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	施設や機関における他職種､他職員と協働しようとする態度がある。
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	個別援助計画や行事(模擬的なものも含む)の企画､立案､実行の能力がある。
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	（実習態度）
事前学習やオリエンテーション時の注意事項等がしっかり身についている。
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	不明な点や理解困難な事項などは積極的に理解に努め､積極的･主体的に学習を進めている。
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	実習指導者の指導･助言を積極的に求め､また意見や疑問を伝えようとする。
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	実習ノートや各種記録を的確に作成できている。
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	※各項目については気がついたことを〔　〕に記載すること。裏面へ


	



	

	
解決すべき自己の課題を明確にして、それに基づく実習ができている。
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	場にあった状況判断ができ、自分の言動が周囲や利用者に与える影響を理解し自ら適切な行動が取れる。
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	（利用者及び家族のニーズの理解）
利用者の生活課題を的確に理解し、ニーズを把握する能力がある。
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	利用者の生活課題の背景、構造を理解できる。
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	共感的・理解的に接し、利用者に寄り添おうという姿勢がある。
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	エンパワメントを心がけ、利用者やその関係者（家族・親族・友人）の問題解決能力を高め、パートナーとして穏やかな援助関係を作るように援助実践できる能力がある。
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	利用者がもっている｢能力｣｢問題｣｢感情｣を理解し受け止めようとする能力がある。
	３―――２―――１
〔　　　　　　　　　　〕


	自己評価欄
	

	※各項目については気がついたことを〔　〕に記載すること。





